
大胡小学校の取組

１ 研究のテーマ

互いを認め合い、伸び伸びと生きる子供の育成

～よさを認め合える交流活動の工夫～

２ 研究のねらい

全教育活動において、よさを認め合える交流活動を工夫することにより、互いを認め合

い、伸び伸びと生きる子供の育成が図れることを、研究と実践を通して明らかにする。

３ 研究の内容

（１）主題設定の理由

近年、国際化、情報化、少子高齢化など社会は急激に変化し、核家族化の進行や地域に

おける地縁的なつながりの希薄化など子供を取り巻く環境は大きく変化している。また、

自然体験や生活体験の不足、命の重みに対する感受性の乏しさや人間関係の貧しさ、規範

意識の低下などを背景にして、いじめや不登校をはじめとする様々な人権に関わる問題も

生じている。このような中において、児童に、自分の大切さや他の人の大切さに気付かせ

るとともに他の人への思いやりや生命を尊重する心などを育てていくことは大変重要な課

題である。

本校は、児童数４１９名の中規模校である。児童は、明るく素直な子が多く、男女の仲

もよい。休み時間には、校庭で一緒に元気よく遊ぶ姿も見られる。しかし、一方で、自己

中心的な考え方やコミュニケーション不足から、友達を傷つけてしまったりケンカになっ

てしまったりすることもある。学習面では、課題に前向きに取り組み、努力することがで

きるが、友達の考えをよく聞いて理解したり自分の考えを相手に分かりやすく伝えたりし

ながら学習を深めていくということには課題が見られる。また、自分自身でよく考えてか

ら行動したり、人前で発表したりすることに苦手意識をもっている児童も少なくない。こ

のような児童に、互いのよさを認め合える交流活動を工夫し実践していくことは、児童が、

自尊感情を高めたり他者理解を深めたりするとともに、自信をもって主体的に行動しよう

とする態度を育てていくことにつながるものと考える。

本校の教育目標は、「心ときめく 笑顔はじける 命かがやく 児童の育成」である。「心

ときめく」とは、学校に居場所があり、一人一人が自己実現のチャンスを与えられるとい

うこと。教育活動の一つ一つに目的があり、「わくわく」「どきどき」する瞬間があると

いうこと。「笑顔はじける」とは、学習に意欲的に取り組み、授業の中で、分かる喜びを

実感できるということ。話し合い活動の中で、友達のよさに気付き賞賛し合うことで、高

い充足感を味わえるということ。「命かがやく」とは、今しなければならないことに、力

一杯取り組むことができるということ。全てを出し切ることを美徳とし、体の芯から湧き

上がる力を感じられる瞬間があるということである。これらの具現化のためには、各教科

・領域の基礎・基本を確実に身に付けさせるとともに、教育活動全てにおいて、「よさを

認め合える交流活動」を工夫して取り入れていくことが大切であると考える。

本校では、平成２７年度に文部科学省の「人権教育総合推進地域『大胡地区』事業」を



受けて、人権教育の全体計画・年間指導計画の見直しを行った。平成２８年度からは、「人

権教育総合推進地域『大胡地区』事業」とともに、前橋市の「教科別研究指定（音楽）」

を受けたことから、音楽科の目標と人権教育との関わりについて整理し、研究の方向につ

いて話合いを重ねてきた。そして、研究主題「互いを認め合い、伸び伸びと生きる子供の

育成～学校・家庭・地域社会の連携を通して～」に、本校独自の副主題「よさを認め合え

る交流活動の工夫」を加えて、音楽科と音楽活動を核とした「かかわり合い」「みとめ合

い」「たかめ合い」を推進し、豊かな人間性育成のための取組を行ってきた。今年度は、

更に日常の様々な場面において、児童が互いを認め合い、伸び伸びと活動できるよう、家

庭との連携も深めながら人権教育を推進していくこととした。

（２）研究の見通し

○エンカウンターや「ぽかぽか隊」活動などを通して、児童相互の交流を図る場の工夫を

すれば、児童の自尊感情を高めたり自他共に大切にしたりする児童を育成することがで

きるであろう。

○各教科の授業において、一人一人を大切にした分かる授業を目指し、交流活動の充実に

着目した授業実践を進めれば、学習意欲が高まり、主体的、協働的な学びの楽しさを知

る児童を育成し、学力の向上を図ることができるであろう。

○学校全体で共通理解し、言語環境を整えたり学習規律を徹底させたりしていけば、学校

・学級が安心して過ごせる場となり、自信をもって行動できる児童を育成することがで

きるであろう。

４ 具体的な取組

（１）人間関係づくり部の取組

人間関係づくり部では、望ましい人間関係を構築するために、教職員と児童の人権意識

を高める取組について、研修・実践を行った。

児童に対する取組としては、これまで本校で行ってきた様々な活動を、人権の視点で見

直すことから始めた。児童会のあいさつ運動、図書委員会の低学年への読み聞かせ、「な

かよしタイム」に行う異学年交流などの活動は、児童主体として、児童の自主性に重点を

置き、できることを話し合いながら継続して進めていくこととした。

また、昨年度より、児童の自己肯定感を高めることを目指し、「ぽかぽか隊」と名付け

た認め合いの活動を、全校で行っている。

職員に向けては、群馬県の人権教育についての基礎研修を行うとともに、構成的グルー

プエンカウンターについての実践研修などを行った。エンカウンターについての研修は、

本校独自の交流のルールを加えて、「けやッキータイム」とし、短時間に楽しく行える交

流活動として、継続した取組になった。

また、家庭・地域との連携を図るために、学校公開日を活用して、人権集会や各学年で

の人権の授業公開なども積極的に行うことができた。

①「けやッキータイム」（交流活動）

児童の人間関係を高める交流活動を行うために、「けやッキータイム」を設け、構成的



グループエンカウンターの技法を取り入れた四

つのルールを決めて、継続して取り組んできた。

四つのルールは、①「おねがいします ありが

とう」、②「うなずいてきく」、③「ともだち

が ニコニコえがおになるように」、④「ほか

ほかはくしゅ」で、「けやッキートークのルー

ル」とし、全クラスに掲示して意識しながら行えるようにした。

児童は、「けやッキータイム」で行う、「アドジャン」や「質問じゃんけん」「二者択一」

を楽しみにし、積極的に交流できるようになってきている。さらに、この活動を継続する

ことで、「関係づくりの灯」を灯し続け、四つのルールをしっかりと身に付け、授業中の

交流活動の中で生かすことができるようになってきた。また、学校公開日に行った人権に

関する授業の中で、保護者も一緒に「アドジャン」に参加してもらうなど、楽しい時間を

共有することもできた。

〈「けやッキータイム」の様子〉

②ぽかぽか隊（認め合い活動）

児童がお互いを認め合うことで、自己肯定感の向上につながるように、昨年度より「ぽ

かぽか隊」活動を始めた。玄関前に本校のキャラクター「けやッキー」を大きく描いた模

造紙を掲示し、友達のよいところを見付け、葉っぱカードに書いて貼る活動のことで、「心

がぽかぽかするような、温かい言葉をたくさん書いてほしい。」と願い、「ぽかぽか隊」

と名付けている。三つの木には、それぞれ「なかよし」「あいさつ」「やる気」というめ

あてを示し、めあてに合った行動を見付けたときに、いつでも書けるよう各教室に葉っぱ

の用紙を用意しておくようにした。また、児童会のメンバーが休み時間に「ぽかぽか隊バ

ッジ」を付けて校内をパトロールし、全校の児童の「心がぽかぽかする」様子を見付けて

写真に撮り、大きく印刷し

て掲示する活動も合わせて

行っている。玄関フロアに、

児童の笑顔の写真や、温か

い言葉でいっぱいの「けや

ッキー」が並び、たくさん

の児童が楽しみに見ている

様子が見られた。

〈ぽかぽか隊の葉っぱを貼っている様子〉



今年度は、この活動を「おうちでぽかぽか隊」とし

て各家庭へ広げ、親子でよいところを見付けて葉っぱ

に書いて伝え合う活動に協力していただいている。１

学期には約７７％の家庭に協力していただくことがで

き、「子供のよいところにたくさん気付くことができ

た。」「何気ないことでも言葉に出して伝えることに

より、温かい気持ちになることができ、楽しく取り組

めた。」などの感想もいただくことができた。

〈公開日の様子〉

③hyper-ＱＵ、Ｃ＆Ｓ調査による児童理解

平成２７年度より、毎年１学期に、偶数学年でhyper-ＱＵ、奇数学年でＣ＆Ｓ調査を行

い、児童理解に努めてきた。結果を各学年ごとに分析し、特に、配慮が必要な「学級生活

不満足群」に位置する児童などについては、全職員でその後の様子について情報交換し共

通理解を図ってきた。

右は、今年

度の６学年児

童のデータを、

４学年時のも

のと比較した

ものであるが、

「学級生活満

足群」に位置

する児童が増

え、学校生活

に対する意欲

も高い児童が

増えているこ

とが分かる。

（２）授業研究部の取組

①学び方のルール

よさを認め合える人間関係や環境をつくるために、学び方

のルールを作成し、全学級に掲示した。どの学年、どの授業

でも共通して意識することを整理し、更に発達段階に応じた

内容にしたことで、学習規律が徹底するようになった。



②交流の工夫

全学年、全教科で意図的に交流する場面を設定するよう

にした。はじめは、個人で考え、次にペアやグループで考

えを伝え合い、それを学級全体で広げ合ったり、練り上げ

たりした。交流では、ノートを見せながら説明したり、付

箋で感想を伝え合ったりなど様々な工夫をした。また、「お

願いします。」「ありがとうございました。」などの「けやッ

キートークのルール」を授業中にも意識させたため、温か

い雰囲気の中で考えを伝え合うことができるようになった。

③音楽での交流活動

音楽科として、自分の思いや願いを表現したり、友達と交流を通して協働的に活動した

りするなど、人権教育との関連を配慮して「音楽づくり」に重点を置き、研修に取り組ん

だ。また、全学年で授業の流れを統一し、「心ほぐし」の常時活動を授業の導入に取り入

れた。「心ほぐし」では、「アルプス一万尺」や「おちゃらか」などのわらべ歌をペアや

グループで行い、お互いのよさや楽しさを見付けられるようにした。また、本時のねらい

を達成するための活動においても意図的に交流活動を取り入れ、一人一人の表現のよさを

認め合ったり、友達と音楽をつくり出すよさを感じたりできるように工夫した。

④音楽集会・歌声タイム

「音楽集会」では、なかよし委員会が企画運営し、「POWER

OF MUSIC」をスローガンに活動を行った。今月の歌を歌っ

たり、聴き合ったりして、お互いのよさを肌で感じ合える

ような機会を設定した。また、音楽集会の様子を、写真や

児童の感想を入れて、玄関前に掲示した。

「歌声タイム」では、週替わりでクラス→学年→異学年の

順に交流しながら、今月の歌を歌ったり「心ほぐし」の活

動を行ったりした。また、なかよし委員がほぐしリーダー

となり、各クラスでリーダーシップを発揮するよう工夫し

た。

⑤その他の取組

音楽環境を整えるため、お昼の放送を工夫したり、音楽



に関する掲示物の提案をしたりした。お昼の放送では、曜日ごとにジャンルを変え、様々

な音楽に触れる機会を増やしていくようにした。音楽に関する掲示物では、階段にドレミ

の階段（階名）を掲示したり、マーチング楽器を紹介する掲示をしたりして、普段から音

楽に親しめる環境づくりを工夫した。

５ 成果と課題

（１）研究の成果

○構成的グループエンカウンターについて全職員で研修を行い、「けやッキートークのル

ール」として、本校の交流活動の基本的な捉え方を共通理解することができた。児童も

「けやッキートークのルール」を意識しながら、友達との関わりを楽しむことができる

ようになってきた。

○「ぽかぽか隊」活動を継続して行ったことで、温かい気持ちで友達に接したり、友達の

よい面に目を向けたりすることが意識してできるようになった。また、「おうちでぽか

ぽか隊」活動として、実践を家庭にも広げたことで、人権教育に対する家庭の意識を高

めることにつながった。

○音楽の授業の導入時に行っている「心ほぐし」の活動を、「音楽集会」や「歌声タイム」

でも実施したことで、自他を大切にする温かな人間関係や学校・学級の雰囲気づくりが

でき、児童が安心して表現活動に取り組める素地をつくることができた。

○集会活動を児童主体の活動として、委員会を中心に計画・実行することで、児童が全校

の前で活躍できる機会が増え、自信をもって主体的に自分の役割を果たそうとするよう

になった。

○各教科において、交流活動の充実に着目して授業実践を重ねたことで、児童同士で教え

合ったり、認め合ったりする態度を養うことができ、共に学び合おうとする意欲が高ま

ってきた。

○言語環境を整え、学び方のルールを共通理解して指導にあたったことで、友達の発表を

最後までしっかり聞こうとする雰囲気がつくられ、安心して自分の考えを発表できるよ

うになってきた。

○３年間の取組を通して、教職員の人権意識が高まった。

（２）今後の課題

○人権について分かっていても感情的になったときに相手を傷つける言動が出てしまうこ

とがある。日常生活に効果的につながるような人間関係づくりを、今後も継続して行っ

ていく必要がある。

○「けやッキータイム」を通して培ってきた交流のルールを、音楽科を中心に授業中の交

流活動に生かす実践を重ねてきた。さらに、本研究の成果を他教科にも広げ、主体的、

協働的な学びの楽しさを味わわせていけるよう、取組を継続していきたい。

○計画的、継続的な取組が行えるよう、年間指導計画の改善を行い、人権教育を明確に位

置付けていく必要がある。
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